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3 れ が口におけるた触魔夜■のみ■/ぃ進戎と逸安とのlal赤

図―|1意を考ヽ論 の数tしい地域むふしri tのである。こ不うの老成のううζ堵|ジを薇たの薇塾が漱

しぃ之滅漱ン軽 3と っり、地賞 との関株と泉
一|に掲 |する。表 ―lよ り明 らかケよラに ラ霧 姜えの後退

1瑚笑レい佗成ll、オニ系(紹摯無続,1ク オケしい肱綾層あるい(]'ψ系の水屈aを火),曖ぉ夕が葬“じ

ている〕之スに1たらイ`てぃるようである。

4.稲 島系え熊′」を作(・お1,るた薇だのタロ動こっぃて

4-1 詞И射地裁協嚇  揚 偽糸の入予寿力 に々広く分布する歿上の床齢柔に

は遊鏃たグ発二しており、本調杏地戎(図-2)の力織たは7々をあL20-35鷹

のあ友としち,オニス・脅新統の末固締少力,比較的 m^ssiveヶ厖んぉよび段

仁麻滑が激 ″に解出する(囲~3)。 期 え獅 の,銘のなぃ毒共l」莉期晴

には遊働千に友し、疲はたのガ嗜pに刻遊尋る。力れ勾餡ほオか4SOいまではる

‰のた勾配,そ″ウイほ的Zοの議ク配でヽある。イ衆線`1カィ繰ヒti 平ゞ行

(こた,い ろヽ。

4‐2.力商法との後退逮友とだろの激晨お`まぴ激スのハえ頻たしの関休

本a～卜地域の歿哺漏なの毛癸ほlμであり、その間rミ15の莉えとタセけ、そじで

の薇更りa離,後ゴ蟹とえならιゞ(こあゎの強度と湘をした。後JLに推およι噸勘資ほ

た蝕た獅 でのしので`あり、 |'47キ4月50´ 1'6ノキ1月13a,|,63キ!0月9

●

9 -

口に帰 レた航空写真ならびに1165年,月310に認 1レ

た場あ旭形図ともしにして求めた.晨薇に対7うんうの

祢れ力とホ7ンっのオ̀様であろ彦るの強度(ょ、ここでヽl■

海微躍基芥に藤おてるだろの~‐鵜圧縮強度と以て示`こ

とに'る。及永のあえ薇度は、本場合勉九カヽ夕約6θ μ島

の,こ、ろ荻での日視観劇の資料としとにレたが
｀
、19"キス

前の資料| ャヾぃ為、そムス後の薇料で擁燿した。えれの

状気むは、を織友甚件における波のイ如眩彰力と工雄|ユ捉

なる〕ヒ|ジレ諮に困難である。けtが,て、ここで(=本

調分地力の力銭たの基椰|こ到ιするえのイ尋虫七カは、場

的による和スになく́ たであるこ板たして、以千にオ察

マろ.

図-41」、後童″輔牲ヒあるの"Mたとのlal漁と示すめの

でヽある。おろの強及が猪ζし後ヱ商嵯が貌ケ7るという

艘́097模向に晨わ″ヽてぃぅが、力`クク久の(ごらつさが

えら̂る。こネほ 孜転 にt‐Iする%るの″聟ん力&´鵜晨

縮強たのみてヽハ■たここていること、力繊た場■筆その汚留呟

と力と́ たとィ及たしているじとによう̀ ②し為わヤtう。

れたヱ壺L魔として、キ7ザつの液雄形雄(イクァ)とおヽι久
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